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県
内
最
大
の
ピ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
第

6
田
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

一

競
争
大
会
〈
ふ
く
し
ま
駅
伝
〉
が
日

月
初
日
、
白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
1

0

2
・
9
キ
ロ
の
コ
!
ス
で
行
わ

れ
、
槍
校
岐
村
を
除
く
県
下
鈎
市
町

村
か
ら
l
，
3
3
5
選
手
が
参
加
、

健
蹄
を
競
い
ま
し
た
。

降
り
し
き
る
雨
の
中
、
午
前
8
時

5
分
1
区
の
女
子
選
手
が
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
。
郷
土
玉
川
の
名
誉
と
住
民

の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
一
本
の
た
す

き
を
、
日
人
の
選
手
ら
が
懸
命
に
リ

レ
1
0
6
時
間
に
お
よ
ぶ
熱
い
戦
い

の
ド
ラ
マ
を
繰
り
広
げ
、
晴
れ
間
が

の
ぞ
く
県
庁
前
に
ア
ン
カ
ー
の
上
野

一
徳
選
手
が
全
力
を
出
し
切
っ
て

ゴ
ー
ル
イ
ン
!

玉
川
村
チ
l
ム
は
、
総
合
タ
イ
ム

6
時
間
1
分
出
秒
で
、
昨
年
よ
り
約

5
分
短
縮
し
過
去
最
高
の
タ
イ
ム
で

し
た
。
順
位
は
、
総
合
で
第
必
位
と

昨
年
を
日
位
上
回
り
、
村
の
部
で
も

3
位
ア
ッ
プ
の
第
叩
位
と
大
幅
に
順

レース終了後、玉)11村チーム選手団集合

白河総合運動公園

陸上競技場

a援国』昌信冨

2 

位
を
上
げ
、
過
去
最
高
の
成
績
で
し
た
。

ま
た
、
4
区
を
走
っ
た
鈴
木
篤
選

手
(
ヤ
ク
ル
ト
本
社
。竜
崎
出
身
)
は
、

区
間
タ
イ
ム
泊
分

ω秒
で
区
間
賞
を

獲
得
。
鈴
木
選
手
は
昨
年
も
同
じ
4

区
で
区
間
賞
を
と
っ
て
お
り
、
区
間

2
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
口

当
日
の
夜
に
は
、
村
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
玉
川
村
選
手
団
の
解
図
式

も
行
わ
れ
、
選
手
や
関
係
者
ら
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
車
田
村
長
が

選
手

一
人
ひ
と
り
に
記
念
の
メ
ダ
ル

を
手
渡
し
し
た
後
、
橋
本
憲
一
監
督

が
「
選
手
の
持
っ
て
い
る
力
が
こ
れ

ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
に
あ
り

が
と
う
と
言
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

4
回
目
の
出
場
と
な
っ
た
玉
川
村

チ
l
ム
は
、
一
昨
年
印
位
、
昨
年
が

部
位
、
そ
し
て
今
年
は
必
位
と
、
一

気
に
順
位
を
伸
ば
し
た
選
手
た
ち
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
、
各
選
手

が
自
ら
各
種
大
会
へ
遠
征
す
る
な
ど

の
努
力
の
積
み
重
ね
と
、
泉
婦
人
会

の
方
々
が
「
ね
ば
り
づ
よ
く
勝
て
」
と

願
い
を
込
め
、
モ
チ
と
カ
ツ
を
使
っ

て
選
手
団
に
ご
ち
そ
う
を
す
る
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
応
援

に
支
え
ら
れ
て
の
躍
進
で
し
た
。

選
手
ら
は
、
来
年
も
更
に
上
位
を

自
指
し
て
走
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総合順位24位で、小林路子選手
から関根仁選手へリレー

フランスベッド東北士場前
a露首

日和田・明和工業前
E留軍

本宮橋南
lIJliT 

二本松市役所前
a翠曹

松)11 .松陵中学校前

互理事

福島大学構内

E盟軍

福島県庁前

E盟事

雨の中、1!玄の女子選手が一斉に
スタート!

皆さんの熱い応援
ありがとうございました
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『
共
に
生
き
る
」

渉中@富田o~恩@固住民自シタロ砂田訣愈

3くりに;
していきたい。

矢部崇子(J11 ill) 

泉中学校・ 2年

負けないでどんな崎も。
人は共に支えあって
生きていこう。

佐藤由樹(蒜生)

泉中学校・ 1年

「
祖
父
と共
に
』

平成6年度「家庭の日」
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全
国
玉
川
3
町
村
口
前
回
の
愛
媛

県
玉
川
町
に
引
き
続
い
て
今
屈
は
埼

玉
県
比
企
郡
玉
川
村
の
よ
う
す
を
紹

介
し
ま
す
。

埼
玉
県
玉
川
村
は
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
東
松
山
市
か
ら
西
へ
約

ロ
キ
ロ
入
ワ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
中

す
ず
め
が
わ

央
部
を
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
雀
川
、

こ
の
雀
川
が
合
流
す
る
都
幾
川
、
そ

ち
ん
ざ
ん

し
て
村
北
部
に
嵐
山
町
と
の
境
に
な

る
横
川
が
流
れ
、
こ
の

3
本
の
河
川

沿
い
に
集
落
と
農
地
が
展
開
し
て
い

ま
す
。
東
部
を
除
く
三
方
を
、
秩
父

盆
地
東
側
か
ら
連
な
る
外
秩
父
山
地

が
武
蔵
野
と
接
す
る
比
企
丘
陵
地
帯

の
小
高
い
山
々
に
屈
ま
れ
、
村
の
面

積
の
約
3
分
の
1
が
山
林
と
な
っ
て

い
ま
す
。
総
面
積
は
川
崎
・
的
凶
と
小

シリーズ国体⑥

さ
な
村
で
す
。

人
口
、
世
替
数
は
日
月
現
在
で
そ

れ
ぞ
れ

5
，
7
2
0
人口

1
，
5
9
2

世
帯
と
な
っ
て
い
て
、
人
口
、
世
帯

数
と
も
昭
和
幻
年
か
ら
は
毎
年
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
人
口

密
度
は
1
凶
当
た
り
部
人
で
、
我
が

村
の
2
・4
倍
と
い
う
高
さ
で
す
。

村
は
明
治
沼
年
、
市
町
村
制
施
行

と
と
も
に
誕
生
。
そ
れ
以
後
の
合
併

は
な
く
、
今
年
で
村
政
施
行
部
局
年

自
を
迎
え
ま
し
た
。
最
近
は
、
都
心

か
ら
出
回
圏
内
と
い
う
こ
と
で
、
住

宅
地
の
造
成
が
進
み
急
激
に
都
市
化

の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
村
の

産
業
も
、
今
や
専
業
農
家
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
農
林
業
な
ど
の
第
一
次
産

業
が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
反
対
に

製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
二

次
、
一
一
一
次
産
業
は
年
々
増
加
し
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
業
が
盛
ん
で
、

昭
和
的
年
ご
ろ
か
ら
積
掻
的
に
工
場

誘
致
が
行
わ
れ
、
日
野
原
地
区
工
業

団
地
に
は
加
数
社
が
集
中
。
従
業
員

別
人
以
上
の
工
場
も
刊
社
以
上
あ
り

ま
す
。
工
業
出
荷
額
は
抑
億
円
に
も

の
ぼ
り
ま
す
む
そ
し
て
村
に
は
巣
立

玉
川
工
業
高
校
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

高
校
は
県
立
小
川
高
校
の
玉
川
分
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
分
校
が

廃
止
さ
れ
組
合
立
玉
川
高
校
と
な

り
、
昭
和
幻
年
に
現
在
の
県
立
工
業

高
校
に
な
り
ま
し
た
。

村
の
西
部
に
は
昭
和
臼
年
に
完
成

し
た
雀
川
砂
防
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

村
の
最
高
峰
、
雷
電
山
(
倒
れ
)
か
ら

流
れ
出
る
雀
川
の
土
砂
災
害
を
防
ぐ

た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ

口
m
、
堤
長
m
m
の
重
力
式
ダ
ム
で

す
。
平
成
3
年
に
は
、
そ
の
ダ
ム
公
園

が
完
成
し
ま
し
れ
~
。
ダ
ム
周
辺
の
豊
か

な
山
林
と
雀
川
の
清
流
が
見
事
に
調

和
し
た
抑
制
ア
ー
ル
の
都
市
公
開
で
す
。

村
の
ほ
ぼ
中
央
の
丘
陵
地
に
ゴ
ル

フ
場
、
玉
川
ス
プ
リ
ン
グ
ス
カ
ン
ト

リ
l
倶
楽
部
が
あ
り
ま
す
。
今
年
7

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
四
ホ
ー
ル
の
起

伏
に
富
ん
だ
ゴ
ル
フ
場
で
、
農
薬
を

使
わ
な
い
コ

l
ス
管
理
を
進
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

役
場
の
隣
で
は
、

7
年
1
丹
の
完

成
を
め
ざ
し
て
玉
川
川
村
文
化
、
セ
ン

タ
ー
「
ア
ス
ピ
ア
た
ま
が
わ
」
の
建

設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
口
客
席
数
制
の
ホ

1
ル
と
図
書
館

(
3
万
5
千
冊
)
を
メ
イ
ン
と
し
た

複
合
施
設
で
、
総
工
費
目
億
2
千
万

円
。
豪
華
さ
だ
け
で
な
く
、
機
能
面

で
も
す
ば
ら
し
い
建
物
で
す
。

「
商
工
的
農
産
村
」
か
ら
「
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
住
み
良
い
都

市
」
へ
の
脱
皮
を
め
ざ
す
埼
玉
県
玉

川
村
は
「
ス
ポ
ー
ツ
宣
言
」
の
村
で

も
あ
り
、
比
企
地
方
や
市
町
村
と
も

連
携
し
た
す
ば
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
展
開
。
健
康
的
で
、
豊
か
な

教
育
・
文
化
に
臨
ま
れ
た
快
適
で
安

心
の
小
さ
な
H

理
想
郷
H

で
す
白

8 

ふ
く
し
ま
国
体
・
秋
季
大
会
開
幕
一
週

間
前
に
福
島
空
港
で
採
火
さ
れ
る
短
小
〈

は
、
大
会
旗
と
と
も
に
留
の
コ

i
ス
で

村
内
を
リ
レ

i
後
、
鏡
石
町
成
田
地
内

で
引
継
ぎ
を
し
ま
す
。

田村内リレーコース
距離12.6km、中継地6ヶ所

12月15日現在
夏季大会まで
あと3038

ス

ス

る

一

一

よ
=
る
コ

に
一
よ
一

者

レ

に

レ

走

リ

寧

ソ

玉
川
村
役
場
前

(
歓
迎
式
開
催
地
〉

ぽっぽの創齢|食べて活発に

司@@0@}
「ヤーコンJ
意見を交換!

.. 
特に「村は一つ。東部、西部という意識はす

でて、村のために働いてもらいたしりとの要

望に対しては、議員そして fょっぱの会j会
員がそれぞれの立場でがんばっていこう、と

いう宣言がなされるなど、有意義な交流とな

りました。

11月21日、柑保健センターで fょっぱ
の会jと材議会との受流会が聞かれ、会

員や議員の方々と草田村長5が参加しま
した。

診しい fヤーコン'} (ミネラノレb濯富
な南アメジカ原産の捜菜。味はレンコン

と大根の中濁のようで、サクνとした歯
ぎわりが特徴。 令きんぴ5守やおかS(にご
入れさ否5とあ、いしいぞうで?恥す)のE酢Fの物な
ど会爵5がヂ伶戸つた科理?の食事会の後、
双呈木二枝会長治

われさま安した。

懇談y;(.誌、図書館の完実や村内の商工
業の活性化、子どもちに療しい生活環境

の整備など多ぐの意見守合要望が出され、

9 



一
千
課

い
t

整
で
調
いま
額
一
係
企
報
場

広
役

福
島
県
統
計
大
会

閥
白
河
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
仏
国
福
島
県
統
計
大
会
の

席
上
、
統
計
功
労
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ノ
ノ
本
村
か
ら
は
、

8
年
間
統
計

ー
ヨ
調
査
員
と
し
て
協
力
を
い
た
だ

一
一
一
一
沼
い
て
い
る
西
川
美
枝
子
さ
ん

E
E
(
小
高
)
が
、
県
統
計
協
会
長
(
会

桧
長
・
佐
藤
栄
佐
久
知
事
)
表
彰

協
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

一一一一口玄ルoe
q
 
県hυ んさ西

平成6年12月

支所前の坂道を駆けおりる男子の部

須
釜
中
学
校
(
関
根
照
夫
校
長
)

と
須
釜
地
区
防
犯
協
会
(
境
田
孝
意

会
長
)
主
催
の
「
第
日
回
非
行
防
止

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
須
釜
中
学

校
で
開
か
れ
、
全
校
生
徒

m人
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
長
距
離
を
走
り
ぬ

く
こ
と
で
、
た
く
ま
し
い
体
と
我
慢

強
い
心
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

石
川
警
察
署
な
ど
が
後
援
し
て
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た

こ
は
る
び
よ
り

小
春
日
和
の
中
を
ゴ

1
ル
に
向
か
っ

て
力
走
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

個
人
3
位
ま
で
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

*
女
子
の
部

(
2
・
7
M
)

第
1
位
高
橋
由
美
子

(
1
年
)

第
2
位

鈴

木

文

子

(
2
年
)

第
3
位

有

賀

利

絵

(
2
年
)

*
男
子
の
部

(
4
・
2
畑
)

第
1
位

関

根

勝

夫

(
3
年
)

第
2
位

我

妻

広

弥

(
3
年
)

第
3
位

石

森

，猛

(
2
年
)

広報たまかわ

第3回よい歯のコンクール

平
成
6
年
度
第
3
回
目
の

「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

表
彰
式
が
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、

3
歳
児
健
康
診

査
の
「
歯
科
」
で
虫
歯
の
な

か
っ
た
子
ど
も
、

4
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

よ
い
歯
を
し
て
い
る
の

は
、
次
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

(
)
は
保
護
者
名
と
地
区
名

協歯も良い子J「ぼく5は良い子、走れ、走れf
ゴ‘ールに向かつて

須釜中学校で

非行防止マラソン

航空機が炎上グ」
福島空港で、航空機事故に備えての消火救

難訓練が行われ、県警本部、須賀川および郡

山、白河の広域消防本部、地元消防団や郡山、

須賀川、石川、白河の各医師会の医師など約

300人が参加、放水の水しぶきのなか、本番

さながらの緊迫した訓練を展開していまし

7こ口

10 

関

福
島
空
港
で消
火
救
難
訓
練

「緊急着陸に失敗

¥/ 

元
気
に
歩
い
た

グ
雨
の
玉
川
路
H

歩
け
あ
る
け
健
康
家
族
大
会

第
4
回
玉
川
村
歩
け
あ
る
け
健
康

家
族
大
会
が
、
役
場
前
か
ら
空
港
公

閣
ま
で
の
往
復
9
キ
ロ
の
コ

l
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
口

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
親
子
連
れ
な
ど
約
加
入
が

参
加
。
途
中
4
カ
所
に
も
う
け
ら
れ

た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
を

楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
元
気
に
歩

き
、
ゴ

1
ル
後
は
1

ょ
っ
ば
の
会
」

の
方
た
ち
が
作
っ
た
、
熱
い
豚
汁
に

し
た
づ
っ
み

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
村
と
村
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
主
催
し
、
家
族
そ

ろ
っ
て
歩
き
古
里
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
D

「小高・四辻両分団の皆さん
ご苦労様でしたん

消防操法大会の祝賀会と報告会

村消防団の消防操法県大会ダブル出場祝賀会と全国大

会出場の報告会が、マーヴェラス末広(中)で盛大に関

かれ、出場団員らの活躍をたたえました。

村消防団は今年の石川地方消防操法大会で小高分団

(自動車ポンプの部)四辻分団(小型ポンプの部)がと

もに優勝し、県大会にダブル出場。県大会では四辻分団

が見事優勝し金ばれんを獲得。県代表として全国大会に

本村から初めて出場しました。

村と村消防団が主催した同会には、関係者ら約200人が

出席。大竹勝義団長が経過を報告しながら「この快挙で

村消防団の名を一気に高めてくれたJ とたたえ、車田村

長が「村消防団が組織され40年を迎える記念の年に消防
史に輝く 1ページを残してくれた」とあいさつ。

来賓の祝辞の後、関根勝男小高分団長、塩田真一四辻

分団長がお礼のことばをのべました。続いて祝宴に入札

出席者らは長い間の団員たちの健闘にねぎらいや祝福の

ことばを送っていました。

IJ¥高・四辻分自県消防操法大会ダブjレ出場祝賀会主

並ぴ!こ自注分回全軍消防操法大会出場接告会 J

11 
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d誘夢
新春恒例

村民囲碁・将棋大会

村民自碁・将棋大会を次によ

り開催いたします。新春を囲碁

と将棋で楽しみましょう!

..49 ③ 

ひとりで悩まザ相談を!

「いじめ110番」
岱 (0245)21-4142

いじめ110番は、いじめで悩んでい
る少年のための電話相談です。

言葉や暴力などによるいじめで悩ん

でいる方、子供や友達がいじめられて

いるのを知って1悩んでいる方、勇気を

出して電話してください。

相談者の秘密は守ります。

[tJ相談時間 AM8: 30------PM. 5 : 00 
土、巴、祝祭臼はお休みです。

いじめ相談は、石川箸生活安全課で

も取り扱っています。 (n26-2191) 

平成7年度に入園する玉川村立いず

み、すがま両幼稚園の園児を募集します。

輯対象児と募集定員

{いずみ幼稚園]

玉川村内に住んでいる平成元年4月2

日から平成2年4月1日までに生まれた

幼児、 120人

[すがま幼稚園}

玉川村内に住んでいる平成元年4月2

白から平成3年4月1日までに生まれた

犬に襲われたり、農作物を荒らされ

るという、犬による被害が発生してい

ます。愛犬はjレールとマナーを守って

飼い、人に迷惑な放し飼いは絶対にや

めましょう。また、狂犬病予防注射と

登録を忘れずに受けましょう。

ごみは「燃えるごみや生ごみ』と空き

缶などの『燃えないごみ』に分けて収集

を行っています。必ず、それぞれに分

けで指定の場所に出しましょう。

11月3目、歩けあるけ健康家族大会より

233幼稚園児を募集

犬の放し飼いやめましょうグ

ごみは分けて出しましょう!

平成7年度泉保育所
入所希望者を募集

幼児、 100人。

[tJ申し込み期間

平成?年1 月 10 日~めから 1 月 24日~まで

画申込み方法

幼稚園にある入園願書に必要事項を記

入して、各幼稚園に申し込んでください。

ーその他

印かんが必要ですから必ず持参してく

ださい。

※現在、すがま幼稚園に入園している園

児(4歳児)が引き続き入国する場合は、

申し込みの必要はあリません。

詳しくは、村教育委員会合57-3101内

線63番まで

次によリ平成7年度に泉保育所へ入所

希望する幼児を募集します。

圃対象児と募集定員

満 1歳以上から小学校就学前の幼児、

80人。

圏保育時間

午前8時30分から午後5時まで。

圃入所基準

幼児の保護者、特に母親が就労、病気

などの理由で保育することができず、更

に同居している人も保育にあたることが

できない場合。

調保育料

所得税などの課税額により決められま

す。

圃申請期間

平成7年1丹58(木)から1月20日悩までO

[tJ申請場所

玉川村役場住民課

圃持参品

就労証明、印かん、保険証

圏注意事項

引き続き入所を希望する場合も申請が

必要です。

詳しくは、役場住民課福祉係官57-3101

内線27番まで。

記

時:平成?年 1月29日(8)

所:村就業改善センター

象:村内に居住または勤

務する人

日

場

対

h
p
b
b
F
 

お誕生おめでとう
ございます

詳しくは村公民館まで!

お

寄付ありがとうござしぜす
下記の方々から社会福祉活動資金と

して寄付をいただきました。厚く御礼
申し上げます。

記

・JII辺の磯田幸三郎さんから 1万円
・小高の湯津美代子さんから 2万円
・岩法寺の草野亀雄さんから 5万円

・南須釜の大越専さんから 3万円

. ，p の国井初之助さんから 1万円

・吉の矢部茂政さんから 2万円

・東京玉JII会からふるさと植祉事業と
して 1千円

(村社会福祉協議会)

保護者名

忠志

昇

正勅

d悟

吉弘

友晴

次男

健

典男

宏

( 11月届出分)

手，

釜
e

タ

須

タ

南

名
一
的
郎
と
人
こ
子
ギ
?
紀
み
美
ほ
歩
り
山
悠
恥
愛

一同駄
m
豪
山
稜
!
史

的

英

芸

品

川

田

生

崎

藤

木

村

林

林

田

四

回

船

出

野

遠

鈴

駒

小

小

神

じ

黒

丈

地区

川辺

小高

中

犬
可
品
川
刊

立
問
唱

村のようす
(6年11月1日現在) 'l 

管 1，746戸(+5) 

日 7，679人(十3)
3， 785人(::1:0 ) 

3，894人(十3) 

玉川村短歌会佳作抄一一一村公民館

*病む去夫の頑えなる手を握りしむ

この手力に生さてきし回目

*老夫見奔うも臼課となりぬわが膝に

令帯、の乗れば嫁逆転す

*ロ拾をせし日もありさすこやかな

夫との日を一人思いおり

小針萱里・作

通
法
定
調
書
の
提
出
は

長

1
5日
ま
で

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用
料

な
ど
の
支
払
者
は
、
そ
の
支
払
先
ご

と
に
支
払
金
額
や
、
源
泉
徴
収
税
額

な
ど
を
記
入
し
た
法
定
調
書
を
税
務

署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
今
年
の
提
出
期
限
は
、
平
成
7
年

l
月
幻
自
(
火
)
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

死亡者氏名年齢世帯主名

磯自ムメ 87 幸三郎

湯津コマ 76 美代子

草野タカヲ 85 亀雄

大越つや子 43 専

大越トシヨ 71 

園井清光

矢部茂樹

( 11月届出分)

区

辺

高

寺

釜法
須

地

川

小

岩

南

運脱

語ス。
推 fj
進タ
月タ
間工

食晶・添加物等の年末一斉取締り月間 ヤ 助

政

タ
之初

茂

74 

ウ

士
口

ク

12 E，;;民軍居直~]器障~.閉:tl冨書量ヨ王監蓮司自剛容.... 糧誼.lDiil員品事牽!R

78 
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¥1. 

「
学
童
も
食
糧
増
産
」

-

く

み

ん

し

ん

せ

ん

，

ん

お

こ
の
「
須
釜
村
園
民
学
校
神
僕
田
御

酔
払
」
と
書
か
れ
た
茎
具
は
、
南
須
釜
の

塩
沢
正
勝
さ
ん
(
日
歳
)
か
ら
提
供
さ
れ

た
も
の
で
、
場
所
は
南
須
釜
の
奥
平
で
、

当
時
、
須
釜
村
の
中
心
地
だ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
「
田
植
え
を
し
て
い
る
こ
の
学
校
田

は
、
私
の
家
の
目
だ
っ
た
ン
で
す
が
、
こ

こ
は
今
、
私
の
家
や
ナ
カ
ヤ
商
庖
に

な
っ
て
ま
す
。
当
時
は
こ
こ
(
写
真
左

側
の
家
屋
)
が
私
の
家
で
郵
便
局
に
も

な
っ
て
ま
し
た
」
と
、
局
舎
内
で
語
る
塩

沢
さ
ん
。
ち
ょ
う
ど
、
そ
の
場
に
居
合
せ
た
鈴

木
四
郎
さ
ん
(
侃
歳
、
青
井
沢
)
に
、
写
真

の
内
容
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
「
こ
の
須

じ
ん
じ
よ
う

釜
尋
常
高
等
小
学
校
(
写
真
後
方
の
建

物
)
が
圏
民
学
校
に
な
っ
た
の
が
昭
和

同
年
で
、
終
戦
後
の
辺
年
ま
で
あ
っ
た
。

写
真
の
生
徒
ら
は
、
大
体
今
日
ぐ
ら
い

の
人
ら
で
ネ
ェ
か
な
。
田
植
え
や
る
前

に
、
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
豊
作
を
祈
願
し

た
。
あ
の
こ
ろ
の
学
校
は
、
桃
組
だ
の
、

梅
組
だ
の
生
ま
れ
た
月
ご
と
に
組
が
分

れ
て
た
」
と
諮
る
鈴
木
さ
ん
D

当
時
、
戦
争
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、

食
糧
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
物
が
不
足

し
、
須
釜
園
民
学
校
で
も
食
糧
増
産
教

育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
当
時
植
え
た
品
種
は
「
愛

国
」
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

たまかわ~の皆さんωz
お若気ですがい

「総会は温故知新」

東京都江戸川区

増子 薫さん(南須釜出身)

一東京玉川会員だより-

今
年
も
ま
た
師
走
の
声
を
聞
き
、

な
に
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
こ
の
頃
で

す
が
、
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

暮
れ
に
な
る
と
い
つ
も
思
い
出
す

の
は
、
今
か
ら
必
年
前
の
ロ
月
ロ
日

に
上
京
し
た
こ
と
で
す
。
今
と
違
い

上
野
ま
で
6
時
間
も
か
か
っ
た
時
代

で
す
。私
は
東
京
玉
川
会
総
会
の
際
に
、

司
会
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
出
席
者
の
方
々
に

は
顔
見
知
り
か
と
思
い
ま
す
が
、
都

合
に
よ
り
出
席
で
き
な
い
方
に
、
総

会
の
雰
囲
気
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
ま
す
D

出
席
者
の
年
令
層
は
幅

広
い
の
で
す
が
、
故
郷
の
話
を
始
め

る
と
年
令
の
差
は
な
く
な
り
、
昔
の

話
に
花
が
咲
い
て
、
最
近
の
話
題
で

実
を
結
ぶ
、
と
い
っ
た
ム

l
ド
に
包

ま
れ
、
正
に
『
獄
除
鮮
総
』
と
い
っ

た
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
ま
た
、

故
郷
玉
川
の
山
の
姿
が
変
わ
り
、
道

が
開
け
て
も
、
人
情
味
の
厚
さ
が
H

お

国
な
ま
り
H

に
表
れ
ま
す
。

東
京
玉
川
会
も
来
年
は
6
年
目
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
に
な
に

か
新
し
い
企
画
を
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
御
協
力
の
程
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

私
も
来
年
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
然

と
昔
の
名
残
を
求
め
に
帰
郷
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
玉
川
村
の
皆
さ
ん
の
御
健
康
と
、

玉
川
会
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
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